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● 主な取り組み• 活動 

 

糖尿病と診断される人は増加傾向であり、

糖尿病はがんの発症リスクもあることから、

糖尿病と診断された方ががんの治療を行う機

会も増加してくると予測されます。がんの治

療を行っていくなかで、がん薬物療法による

副作用で血糖値が乱れたり、高血糖が持続す

ることで感染しやすくなり、予定していたが

ん薬物療法を延期したり中止する可能性も考

えられます。そのため、がん薬物療法と血糖

管理を両立させていく必要があると考えてい

ます。 
がん薬物療法と血糖コントロールを両立さ

せるなかで、様々なストレスが生じると考え

ます。治療のストレスを抱えながらも、患者

さんが疾患や治療の影響にうまく対処し、生

活を整えられるよう支援することは看護師の

責務です。従って、これらの治療が両立でき

るような支援について検討していきたいと考

えています。 

 

● 今後の目標• 抱負 

 

がんと診断され、がん薬物療法を行ってい

る糖尿病患者さんが、血糖コントロールとが

ん薬物療法の 2 つの治療を両立させていく過

程を明らかにし、効果的な支援を見出したい

と考えています。 

 

 

 

 

● これまでの連携事例• 実績 

 

臨床では、看護師として血液内科、糖尿病

内科で勤務してきました。広島県糖尿病療養

指導士の資格を生かしながら糖尿病教室を開

催したり、病棟の看護師を対象とした糖尿病

教育実践に対する困難感について研究を行っ

てきました。 

 

 


